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結果を比較した Mulligan & Kirkpatrick の調査では、
「よく理解できた」と回答した非母語話者は全体











































































































TOEIC 等の英語資格試験の成績と、英語の 4 技能
（聞く・話す・読む・書く）の自己診断（「苦手」
から「得意」の 5 段階評価）を尋ねた。全回答者
40 名中 32 名が TOEIC の点数を報告した（中央値






















を 20%刻みの 5 段階評価で尋ねた結果を報告する
（表 1）。 
 
表 1 英語で受講した本講義の実際の理解度と 
母語で受講する場合の想定される理解度（%） 
 実際の理解度 想定される理解度 
~20% 22.5 0.0 
20~40% 40.4 12.5 
40~60% 27.5 25.0 
60~80% 7.5 55.0 
80%~ 0.0 7.5 
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